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仏のダンス集団 

ピンクのプニプニ観衆魅了 「カンパニー ディディエ・テロン」高松で公演 ／香川 

玉藻公園前の広場でダンスを披露する「カンパニーディディエ・テロン」のダンサーたち＝高松市玉藻町で、

待鳥航志撮影 

機敏な動きにクスッ 

高松市玉藻町の玉藻公園西門前の広場で１６日、３年前の瀬戸内国際芸術祭で優れた公募作品に贈られ

る大賞に輝いたフランスのパフォーマンスグループ「カンパニー ディディエ・テロン」の公演があった。集まっ

た観衆約２００人は、下半身を膨らませた衣装を着た男性ダンサー４人が跳びはねる独特のパフォーマンス

を楽しんだ。【待鳥航志】 

８日に秋会期が開幕した「瀬戸内国際芸術祭２０１６」の一環。公演では、全身ピンク色で下半身が膨らんだ

衣装を着たダンサーが登場した。動きに応じて変わる衣装の形状を楽しんでもらうのが狙いという。ダンサー

らは約３０分間にわたり、衣装の膨らみを揺らしながらステップを踏んだり跳びはねたりして機敏な動きを披

露し、集まった観衆の笑いを誘った。 

 京都市左京区の会社員、藤本佐知子さん（４６）は「普段ダンスを見ることは無いが、とても楽しめた。格好

が面白いし、公園の緑と衣装のピンクとのギャップも良かった」。さぬき市の会社員男性（５５）も「ダンスの意

味はよく分からなかったが、動きも格好も独特で面白かった」と話していた。 

 「カンパニー ディディエ・テロン」は１６日までに伊吹島（観音寺市）や高見島（多度津町）、高松市内など香

川、岡山両県の計５カ所で公演した。


